
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

リア

オートマトン

ゴシック

ロマネスク

13

反転

29

煉獄

12
壊れた

呼び鈴

動く死体

【ナース】

【友達】

【院長】

大切な人が壊れてしまった。絶望と、義理をひきずるような世話。感謝されず、呪われながらの世話。あなたの中に、その人自身の記憶がないのは、あるいはネクロマンサーの慈悲なのか？

来客を示す呼び鈴が鳴った。無防備に扉へ向かい、当然のように開こうとする。あなたは記憶の中の己を必死に呼び止めようとする。扉を開けてはいけないと。しかしこの後何があったのか……あなたには思い出せない

あなたは誰かの死を悼む。目の前で死んでしまったあの人。誰かは思い出せなぃあの人。けれど、ああ、あの人の死体が起き上がる。動き出す。生き返ったのかと思ったあなたを。その人の爪と歯が襲った。

優しい声、美しい微笑み。真っ白で退屈な世界にいつも現れるあたたかい手と、近くに置かれる綺麗な花。まるで母を思わせるその存在に、自分達はどんな形であれとても懐いていた。

誰だったろう。かわいいカチューシャをした誰かが花壇で花を育てていた。あの女性(ひと)に、それからみんなに贈るのだと。 蔓から生える大きな葉っぱと色とりどりの花。空へ向かい元気に花開く姿はどこか自分達に似ている気がした。 一緒に眺めた。一緒に育てた。綺麗に咲いた朝顔を病室に飾り、あの女性(ひと)に贈り、 元気になって退院してもまた会ってアサガオを育てようと【約束】をしたのだ。きっと彼と自分達は友達だったのだ。 彼は一体どこにいったのだろう。

部屋に入るなり、院長が無理やり押さえつけてきてベッドに拘束される。泣いて喚いても聞いてもらえない。 近づいて来るのはキラリと光るメス。それは貴方の目を、耳を、舌を、鼻を、指を、心臓を、脳を抉りとっていく。 「大丈夫さ、君たちは私の子供の一部となるのだから」 最期に聞こえたのはそんな言葉だった。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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1ターンに1回、射程内の他の姉妹が「アクション」マニューバを宣言した際、合意の上で自身の現在行動値を1減らす代わり、宣言されたマニューバのコストを0としてよい。

コストとして、あなたは任意の基本パーツを1つ損傷する。行動判定・攻撃判定・切断判定において、サイコロを振りなおしてよい。

使用済みの「ラピット」「ジャッジ」「ダメージ」のマニューバを1つ、再使用可能にする。

自身のいるエリア内の敵全てに「転倒」を与える。

ターン終了まで、あなたを対象とする全ての攻撃判定の出目-1（全体攻撃では、あなたへの判定値のみ-1）。同ターンに重複不可。
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肉弾攻撃１

支援2

妨害2。1ターンに何度でも使用可。
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おねえさんといっしょ。

最大行動値+1

肉弾攻撃１
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移動１

肉弾2

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

防御1＋「切断」無効化
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